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研究成果の概要（和文）： 
中国語を中心に、日本語、日本手話、トルコ語、シベ語（中国）、ベトナム語、ラマホロッ
ト語（インドネシア）におけるダイクシス要素を詳細に検討した結果、ダイクシス要素の
用法に影響する要因として、(1) 話し手を基準とした距離や時間、(2) コンテクストの諸特
徴 (3) 話し手のとる視点・態度、(4) 地形に基づく空間軸、などを明らかした。また、ダ
イクシス要素の機能として発話を実際の場面に結びつけることが基本的であることを示し
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this project deictic elements of some Asian languages, such as Chinese (Mandarin), 
Japanese, Japanese Sign Language, Turkish, Shibe, Vietnamese, and Ramahorot 
(Austronesian), have been studied. The result shows that the usage of deictic elements may 
be related to (1) spatial and temporal proximity of referents, (2) various context features, 
(3) viewpoint of speakers, and (4) spatial axes delimited by topography. It also leads us to 
the consequence such that the basic function of deictics is to bind utterances to actual 
contexts. 
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１．研究開始当初の背景 
典型的なダイクシス表現に限っても、これま
で、その重要性に十分な関心が寄せられてき
たとは言い難い。多くの場合、指示対象が近
いか遠いかに言及する程度で、指示詞の詳細

な記述が行われることは稀である。このよう
に、ダイクシスの分析が十分に行われてこな
かったのは、現在の言語研究において、発話
から抽出され言語外の環境から切り離され
た「文」を対象とする、文字通りの「文」法
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研究が主流であるためであろう。ダイクシス
表現は「過去」「現在」「未来」、あるいは「１
人称」「２人称」「３人称」のようなラベルを
与えられ、それ以上の分析をされないまま文
法研究の中で放置されてきたと言える。 
 申請者は、トルコ語などのチュルク系諸言
語のダイクシスを研究する過程で、ダイクシ
スが、指示詞、人称代名詞、人称接辞、時制
接辞などの形式ばかりでなく、他の形式や語
の配列にまでかかわっている可能性を考え
ざるを得なくなった。一方中国語は、こうし
たダイクシス表現が多くない。指示詞は２系
列のみ、時制や人称標識はまったくない。そ
こで、ダイクシス表現の乏しい中国語と、そ
の周囲に分布しダイクシス要素の豊富な、チ
ュルク系、満州ツングース系、オーストロア
ジア系、オーストロネシア系の諸言語、さら
には日本語や日本手話を比較することによ
り、ダイクシスの個別性と普遍性について、
新たな発見が期待できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 言語は、現実の運用を見れば、用いられる
環境と不可分の関係にある。すべての発話は、
それが発せられる実際の環境と結びついて
初めて意味を持つからである。そして、発話
とその環境を結びつけるのがダイクシスで
ある。本研究は、中国語とその周辺の諸言語
を比較対照することにより、ダイクシスが、
個々の発話に具体的意味を付与するだけで
なく、発話をコミュニケーションにおいて機
能させるために重要な働きを担っているこ
とを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
中国語とその周囲の言語について、現地調査
によって新たな言語データを収集するとと
もに、出版物等からもデータを集めてデータ
ベース化した。こうして作成したデータベー
スに依りつつ、各言語の分析を進めた。各言
語の分析結果は、ほぼ２ヶ月に１度のペース
で開催される研究会で発表され、メンバーに
共有されるとともに、それぞれの担当する言
語の分析に活かされた。 
 
４．研究成果 
まず中国語（北京官話）に関しては、ダイク
シスと関係付けられていなかったさまざま
な文法形式の機能を検討した結果、それらの
本来の意味機能が、文が表す事柄や事物を、
話し手が視点を置くリアルな時間領域もし
くはリアルな空間領域に定位することにあ
るという点を明らかにした。特に、従来アス
ペクトを示すとされてきた文法形式がこの
ような機能を持つことは、文法におけるダイ
クシスの重要性とともに多様性を示してい
ると考えられる。 

 
 このような中国語に関する研究を基盤と
して、他の言語におけるダイクシス表現につ
いても検討をおこなった。例えば、中国西部
から小アジアにかけて分布するチュルク系
言語のひとつであるトルコ語においては、い
わゆる中称の指示詞について、近称や遠称の
指示詞と較べそれが発話時と密接に結びつ
けられていることを明らかにした。 
 
 また、東アジアからシベリアにかけて分布
する満洲ツングース系言語のひとつである
シベ語（満洲口語）においては、従来アスペ
クトあるいはモダリティを表すとされてき
た文法形式（多くは補助動詞）の調査をおこ
ない、それらが使われる条件として、発話時
における聞き手の知識状態が関係している
ことが明らかとなった。 
 
東南アジアの言語であるベトナム語には、指
示詞に由来する終助詞がある。これまでは、
指示詞とは別の語類として扱われてきたが、
指示詞の用法の一部と見なすと、シベ語と同
様に、聞き手の知識状態の違いを示している
ことが明らかとなった。また、終助詞の意味
は発話時点における話し手の認識に強く結
びついており、トルコ語の中称指示詞で見ら
れたような、指示詞の同時性も観察された。 
 
 複雑な空間表現を持つオーストロネシア
系の言語（例えば、ラマホロット語）の分析
からは、話者が居住する地域の地形が直接的
に空間表現に反映することが明らかとなっ
た。 
 
 中国語自体においても、指示詞を含む名詞
句の表現が、話し手からの距離を手掛かりに
して指示対象を同定するという指示詞本来
の機能に加え、名詞句を構成する要素やその
配列により、やはり聞き手および話し手の知
識状態や捉え方（個体として捉えるか否か、
など）の違いを表現していることを明らかに
した。 
 
 最後に、日本手話の分析は、話者前面の空
間が複雑な代名詞体系を形成しており、ダイ
クシスが発話レベルのみならず文法のレベ
ルでも言語構造に深く関わる可能性を明ら
かにした。 
 
 以上述べたような各言語におけるダイク
シスの分析から、ダイクシス要素の用法を規
定する要因として以下の点が確認された：(1) 
話し手を基準とした距離以外に、(2) コンテ
クストが持つ諸特徴（聞き手が指示対象に気
づいているか否か、話し手と聞き手の共有知
識に含まれるか否か、指示対象が発話場面に



存在するか否か、指示対象が個体か否か、指
示対象の近接性、など）、(3) 話し手のとる視
点・態度（１焦点か２焦点か、俯瞰的か当事
者的か、対比的か否か、など）、(4) 地形に基
づく空間軸での位置。しかし、これらの要因
は互いに独立しているとは限らず、連関が疑
われるものもある。さらに一般的な要因に整
理することまでは、今回至らなかった。今後
の課題としたい。 
 
 ところで、以上で述べた諸言語の分析にお
いては、本研究課題で新たに作成した音声映
像データも利用された。研究テーマの性質か
ら、従来から利用されてきた書き言葉のデー
タ（例えば、文学作品の翻訳をパラレルコー
パス化したデータなど）に加え、映像データ
の利用が必要と考え、本研究課題では映像デ
ータの作成とそれを利用した分析方法の開
発を、ダイクシス表現の分析自体とともに、
主要な目的としたが、以下では、トルコ語の
ダイクシス表現の分析における映像データ
の作成と利用について述べる。 
 
（１）音声映像データのデジタル化 
映像はごく普通のビデオカメラを用いて収
録した。音声については、当初ピンマイクの
使用を試みたが、セッティングに時間がかか
る、対話者がマイクを意識する、などの欠点
があり、最終的には超単一指向性マイクを使
用した。収録した音声映像データは、
QuickTime フォーマットでセッション毎に
ムービー・ファイル化した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：イスタンブルでの録画の場面 
 
（２）ファイル化した音声映像データは、分
担して、Transcriber というソフトウエアを
使用し、文字起こしした。以下はその例。 

01 ee sumru hanIm Simdi bunu 
02 OnUnUzdeki, eee 
03 UClU, UU, ters te Seklinde olan, ee 
04 bir isim verelim ona 
05 ee, objeye nesneye 
06 Uzerine 
07 paralel, ee oturucak ve de 

ortalayacak Sekilde koyalIm. 
08 teSekkUr ederim. 
09 Simdi, ee 

 
（３）文字起こしされたテキストに、再度ム
ービー・ファイルを見ながら、指差し、眼差
しなど、さまざまな言語外的情報をタグとし
て書き込んだ。なお、当初は ELANという、
ジェスチャー研究でよく使われるソフトウ
エアの利用を考えていたが、通常よりデータ
の作成に時間がかかる上に、ソフトウエアの
使用にある程度の熟練が必要なため、今回は
採用しなかった。以下は、（２）のテキスト
にタグを付加したもの（{ }内がタグ）。 
 

{Deneme CalISmasI} 
01 ee sumru hanIm Simdi bunu 
02 OnUnUzdeki, eee 
03 UClU, UU, ters te Seklinde olan, ee 
04 bir isim verelim ona 
05 ee, objeye nesneye 
06 Uzerine 
07 paralel, ee oturucak ve de 

ortalayacak Sekilde koyalIm. 
{sessizlik; Lego bloklarInIn sesleri} 
08 teSekkUr ederim. 
09 Simdi, ee 

 
（４）テキストとタグを含むデータを、KWIC
索引作成ソフトを用いてインデックスを表
示させ、分析した。 
 
 このようなデータベースを作成すること
は、今後独創的な発見をするためには不可欠
と考えられる。ただし、今回の試みの中で、
多くの成果とともに課題も見つかった。まず
第１に、ダイクシスを観察するための適切な
場面を設定する必要がある。今回は、実際の
講義を記録する（中国語）、ナラティブを収
集する（シベ語）、２人でやってもらう簡単
な共同作業を与えそれを記録する（トルコ
語）という方法を試みたが、一長一短がある。
また、言語毎に別々の方法で集めたデータは、
比較には不向きであった。今後、方法を改善
するとともに、それぞれのやり方がどの目的
にふさわしいかを見定め、共通の方法でデー
タを集めることを検討する必要がある。 
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